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九
七
飯
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
タ
ク
テ
ィ

i
ル
ケ
ア
認
定
資
格
(
日
本
ス
~

凶
ウ
工
|
デ
ン
福
祉
研
究
所
公
認
)
を
取
得
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
利
用
者
一

一
さ
ん
に
癒
し
と
安
心
感
を
提
供
し
ま
す
。

公認インストラウ安一鈴木講師

タ
ク
テ
ィ

l
ル
ケ
ア
と
は

福
祉
先
進
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
生
ま

れ
た
究
極
の
ス
キ
ン
タ
ッ
チ
ケ
ア
で

す。「
タ
ク
テ
イ
ル
」
と
は
、
ラ
テ
ン
語

に
由
来
す
る
…
一
一
一
口
葉
で
「
触
れ
る
」
と
い

う
意
味
で
す
。

認
知
症
や
末
期
が
ん
患
者
が
抱
え
る

不
安
や
痛
み
を
や
わ
ら
げ
る
ケ
ア
で

す。指
圧
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
あ
る
特
定
の
ツ

ポ
や
筋
肉
を
押
し
た
り
、
探
ん
だ
り
し

ま
す
が
、
手
を
使
っ
て
叩
分
間
程
度
、

相
手
の
背
中
や
手
足
を
「
押
す
」
の
で

は
な
く
、
介
護
者
の
手
で
患
者
さ
ん
の

ヲウティーJレケア実技

建議

手
足
や
背
中
な
ど
を
や
わ
ら
か
く
包
み

込
む
よ
う
に
。
ゆ
っ
く
り
。
な
で
る
こ

と
に
よ
り
、
不
安
な
感
情
を
取
り
除
き
、

痛
み
を
和
ら
げ
安
心
感
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
す
。

「
人
間
が
生
ま

れ
て
最
初
に
使
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

シ
ヨ
ン
が
、
「
ふ

れ
る
こ
と
』
。
ま

さ
に
、
人
と
人
と

が
、
き
ず
な
を
結

ぶ
原
点
な
の
で

す」

織
¥
タ
ク
テ
ィ

i
ル

ケ

ア

の

効

果

綴

介
護
施
設
で
は
認
知
症
の
問
題
症
状
ジ
ン
グ
(
抗
加
齢
〉
」
の
研
究
が
本
格

(
不
安
、
混
乱
、
不
穏
な
ど
)
や
脳
卒
中
、
化
し
て
い
ま
す
。

が
ん
な
ど
の
不
安
や
痛
み
を
緩
和
す
る
「
タ
ク
テ
イ

i
ル
ケ
ア
』
で
は
、
や

効

果

を

得

て

い

ま

す

。

さ

し

く

肌

に

触

れ

、

肌

と

肌

と

の

コ

そ
の
根
拠
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
ミ
ユ
二
ケ
l
シ
ョ
ン
を
と
り
、
そ
う
す

が
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
る
こ
と
で
安
ら
ぎ
ゃ
安
心
感
を
与
え
、

に
よ
り
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
ニ
次
的
な
作
用
と
し
て
痛
み
の
緩
和
ゃ

れ
痛
み
を
や
わ
ら
げ
ら
れ
る
。
認
知
症
行
動
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
に

年
を
と
っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
つ
な
が
り
ま
す
。

元
気
に
長
生
き
し
た
い
と
い
う
瀬
い
を
ぜ
ひ
、
多
く
の
利
用
者
さ
ん
に
体
験

誰
も
が
持
っ
て
い
ま
す
。
頂
き
、
安
ら
ぎ
と
安
心
感
の
あ
る
生
活

医
学
技
術
や
治
療
方
法
な
ど
も
日
々
を
送
っ
て
頂
け
た
ら
と
怠
い
ま
す
。

進
歩
し
、
老
化
を
防
ぐ
「
ア
ン
チ
工
イ

研修の様子



(2) 社協二ユース

事
麓
翻
輔
晶
閤

平
成
部
年
度
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
根
幹
事
業
で
あ
る
「
地
域
福
祉
の
推

進
」
を
七
飯
町
要
援
護
者
支
え
合
い
事

業
を
中
心
に
、
町
内
会
、
行
政
を
は
じ
め

各
種
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
地
域

福
祉
理
念
の
共
有
と
普
及
・
定
着
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

特
に
支
え
合
い
事
業
の
中
で
、
町
内
会

に
よ
る
「
隣
近
所
の
見
守
り
活
動
」
で

は
、
♂
町
内
会
が
取
り
組
ん
で
お
り
、
「
何

か
あ
っ
た
ら
社
協
へ
連
絡
す
る
」
仕
組

み
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
任
天
堂
ゲ
ム
機
山
」
、
認
知

症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ふ
ま
ね
っ
と
」

「
介
護
教
案
」
を
、
昨
年
度
は
お
団
体
で

実
施
し
、
社
協
事
業
の
P
R
に
重
点
を

お
き
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
で

は
、
よ
り
多
く
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
紹

介
、
各
種
講
座
、
研
修
会
等
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
企
画
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
は
、
道
内
の

共
同
募
金
委
員
会
も
苦
慮
し
て
い
る
中

で
、
当
委
員
会
は
7
年
連
続
で
包
標
額

を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
状
況
は
厳
し
く
、
今
後
ま
す
ま
す
困

難
を
き
わ
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
今

以
上
に
募
金
に
つ
い
て
の
意
義
、
使
途

に
つ
い
て
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
周
知

を
し
、
目
標
額
達
成
に
向
け
活
動
い
た

し
ま
す
。

町
の
委
託
事
業
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
昨
年
ロ
月
か
ら
始

ま
り
、

3
月
末
現
在
の
登
録
は
個
人
別

名
、
団
体
が
6
図
体
、
計
1
2
0名
の
登

録
が
あ
り
、
活
動
に
よ
り
付
与
さ
れ
た

ポ
イ
ン
ト
は
叩
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
部
年
度
は
、
町
と
協
議
を

し
な
が
ら
よ
り
幅
広
く
活
動
の
場
を
提

供
す
る
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発

掘
、
育
成
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
社
協
議
会
は
、
様
々
な
活
動

を
通
し
て
福
祉
理
念
の
共
有
と
普
及
、

定
着
化
を
図
る
た
め
各
種
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
民
の
方
々
を
は
じ
め
、
関
係
団
体

や
企
業
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

歳入については、皆揖から E翠堅調
いただいた会員会費や共

向璽金配分金、寄柑金、補

借金、畳託金助成金特別

会計繰入金等であり収入

白田合計57.673.068同
となっております。

間出では、人件箆事諸費、

事業費、助成金、特別会計

怒出金等で58.7日4.111
月となりましたが、前期末

支払資金措高6.431.514
月と合わせると‘当期末宝

払資金強高5.400.471月
となっております。

事
襲
一
時
一
剛
一
醸

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
生
活
様
式

の
変
化
に
伴
っ
て
地
域
社
会
や
家
庭
の

様
相
は
大
き
く
変
容
し
、
さ
ら
に
経
済

情
勢
や
一
一
雇
用
環
境
の
厳
し
さ
の
長
期
化

も
椙
ま
っ
て
、
地
域
の
希
薄
化
、
孤
立
死

や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
社
会
的
孤
立
問

題
、
低
所
得
や
経
済
的
閉
山
窮
の
問
題
、
虐

待
や
悪
質
商
法
な
ど
の
権
利
擁
護
問
題

な
ど
、
地
域
に
お
け
る
生
活
課
題
は
顕

在
化
か
つ
深
刻
化
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
よ
う
な
状
況
の
中
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
巣
た
す
役
割
は
益
々
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
「
地
域
福
祉
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
」

と
し
て
、
地
域
福
祉
の
根
幹
で
あ
る
住

民
相
互
の
支
え
合
い
活
動
か
ら
生
活
課

題
を
発
見
し
、
相
談
、
支
援
に
つ
な
げ
る

機
能
を
強
化
す
る
必
婆
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
行
政
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
と
連
携
、
協
働
の
も
と
、
潤
題

解
決
に
向
け
柔
軟
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。ま

た
、
新
た
な
事
業
展
開
の
方
向
性

を
探
る
た
め
、
自
主
財
源
で
あ
り
ま
す

会
員
会
費
や
赤
い
羽
根
共
陪
募
金
な
ど

を
よ
り
充
実
さ
せ
財
政
慕
獲
の
安
定
と

強
化
に
努
め
ま
す
。

次
の
介
護
保
険
制
度
改
正
で
は
、
生

活
支
援
・
介
護
予
防
が
市
町
村
中
心

サ
ピ
ス
と
な
る
こ
と
が
、
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
地

域
力
を
駆
使
し
町
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
把
握
し
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
つ
な
ぐ
な
ど
、
地

域
の
福
祉
サ
ど
ス
水
準
の
向
上
に
つ

な
が
る
社
協
な
ら
で
は
の
事
業
展
開
を

め
ざ
し
ま
す
。

平
成
部
年
度
も
地
域
福
祉
充
実
の
た

め
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成26年度

七飯町社会福祉協議会一般会計収支予算

殻入怒出予算は lli.1墨韮週

58.519千円で、昨年産

と比較しますと

約 6.0口口 千円の増閣

で徳助金及び畳託金

特別会計繰入金が増と

なっております。

限られた財源配中で、

経費削識を徹底し事業怠草謹盤週

を展開いたします。



社協ニュース(3) 

〈
祉
協
会
員
加
入
の
お
願
い
〉

い
く
つ
じ
な
っ

TLt安
則
し
7
し

臼
宅
否
暮
ら
せ
る
価
を
目
指
し

E

平
成
部
年
度

会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
い
つ
も
社

協
の
働
き
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
社
協
は
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
自
宅
で
暮
ら
せ
る
句
」
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
費
は
、
町
内
の
福
祉
活
動
が

よ
り
活
発
に
行
わ
れ
る
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の

B
常
生
活

を
襲
か
に
す
る
た
め
に
貨
し
出
し
て
い

る
各
種
機
器
の
購
入
・
維
持
に
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
町
内
会
長
、
民
生
委

員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

日社協会員会費は， ， 

地域の福祉に投5Zつ¥
貴重な財源となっております @ 

:個人会員七000伺
:個別会員 2，000円 ; 
:特副会員 3，000丹
;母体会員 5，000円 : 

が
一
同
に
会
す
る
地
域
福
祉
推
進
会
議

が
あ
り
、
そ
の
活
動
の
た
め
に
も
使
わ

れ
ま
す
。

社
協
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
芦
を
聴

い
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
の
で
社
協
の
会
員
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
お
年
度
、
会
員
会
費
を

納
め
て
い
た
だ
い
た
町
内
会
と

団
体
(
企
業
)
等
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

⑧
町
内
会
紹
介

本
町
中
通
り
町
内
会

本
町
下
通
り
町
内
会

七
飯
町
中
央
現
実
会

本

昭

和

町

内

会

南

本

町

町

内

会

本
町
西
部
町
内
会

仲

よ

し

匂

内

会

豆
覚
寺
還
り
町
内
会

本

町

寿

町

内

会

本
町
駅
前
町
内
会

本
町
三
百
陸
会
町
内
会

桜

白

地

匂

内

会

見

積

町

内

会

本
町
上
台
団
地
町
内
会

本
町
上
台
町
内
会

ア
カ
シ
ヤ
句
内
会

南
本
町
第
一
町
内
会

本

町

町

内

会

本
町
中
央
町
内
会

本
町
高
台
町
内
会

公
営
桜
団
地
湾
内
会

光
鴎
箇
地
町
内
会

西
部
鳴
川
町
内
会

鴨
川
中
央
町
内
会

鳴
川
協
和
町
内
会

飯
巴
町
第

1
町
内
会

隷

町

町

内

会

桜
町
第

1
町
内
会

桜
町
第

2
町
内
会

綴
匂
第

3
句
内
会

桜
町
第

4
町
内
会

南

慈

城

町

内

会

上

藤

城

町

内

会

藤

城

町

内

会

峠
下
連
合
同
刊
内
会

鴎
川
川
高
台
包
地
町
内
会

大
中
山
高
見
町
内
会

上
大
中
山
町
内
会

大

川

町

内

会

大
中
山
中
央
町
内
会

上
湯
出
川
町
内
会

湯
出
山
岳
地
町
内
会

湯

出

川

町

内

会

⑫
団
体
紹
介

大
沼
合
同
遊
船
閑

野

畔

の

花

創

価

学

会

く
ど
う
限
科
ウ
リ
ニ
ッ
ウ

鮒

シ

ン

オ

シ

マ

側
マ
ル
ヱ
イ
柴
田
土
建

一
一
木
内
科
描
犀
器
科
ウ
リ
一
一
ッ
ウ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
北
鶴

岡

大

塚

自

工

附
グ
リ
ン
オ
オ
モ
リ

七

飯

南

幼

稚

園

側

石

田

同

工

業

開

三

木

田

唱

気

一
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
小
古
な
樹

七
臨
レ
ウ
リ
ェ
l
シ
ョ
ン
協
会

丸

山

内

科

医

践

カ
ワ
マ
タ
ピ
ル
ド
附

北

大

川

町

内

会

東

大

川

匂

内

会

松

並

町

内

会

蒜

沢

町

内

会

松

の

木

町

内

会

大
川
十
字
街
町
内
会

大
川
美
園
町
内
会

中

野

町

内

会

中

島

町

内

会

豊

巴

町

内

会

大
沼
公
園
親
和
会

大

沼

親

炎

会

大
沼
第

1
町
内
会

吉

野

山

町

内

会

川

尻

続

交

会

軍
川
親
爽
会
連
合
会

東

大

沼

町

内

会

芭

大

沼

町

内

会

太

陽

実

行

総

合

望

ヶ

丘

医

続

倒
か
け
が
わ
不
動
産

胸

中

川

石

油

冨

原

路

市

出

開

田

福

建

設

大
沼
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

闘

な

な

え

印

刷

伺
ア
ー
ト
伊
藤
運
送

鴎

川

違

送

州

問

中
水
食
品
工
業
側

七
臨
ア
サ
ノ
生
コ
ン
ウ
リ
l
ト
附

ア

ー

ク

大

砲

側

福
)
な
な
え
福
祉
会

躍
騒
挫
極
老
人
ホ
ム
持
日
間

側

財

津

自

工

飼

小

泉

組

側
フ
レ
ン
ド
リ
ベ
ア

州

側

羽

衣

運

輸

岡

大

沼

占

交

通

景

雲

寺

側

沼

の

家

出

間

金

子

霞

気

伺
チ
ャ
レ
ン
ジ
ピ
1
フ大沼周ベコ

久

保

田

牧

場

昭

和

寺

岡
毎
臼
環
境
サ
ー
ビ
ス

若

松

毛

皮

倒

七

飯

町

商

工

会

岡
地
脳
神
経
外
科
七
臨
ウ
リ
ニ
ッ
告

側

林

商

庖

出
聞
か
わ
じ
り
生
花
庖

函
館
信
用
金
腐
七
飯
支
局

同

開

花

彦

松
倉
整
形
外
科
ウ
リ
ニ
ッ
ウ

岡
ワ
ー
ル
ド
薬
局

側
藤
白
板
金
工
業

側

八

晃

建

設

嬰

樹

の

社

側

な

な

え

葬

祭

伺

松

田

電

設

問
北
海
道
新
樹
原
子
顕
t
F所

新
田
館
腿
能
協
同
組
合
七
鼠
宜
盟

側
七
飯
砕
石
工
業

倒

ヤ

マ

キ

小

林

藤

建

設

工

業

側

つ
ぽ
八
な
な
え
庖

松

栄

建

設

側

湊
商
事
側
七
銭
給
油
所

あ
か
ま
っ
謡
剤
薬
局

開

佐

藤

連

総

A
W
特
別
会
員

は
る
こ
ど
も
ウ
リ
ニ
ッ
ク

み
よ
し
デ
ン
世
ル
ウ
リ
ニ
ッ
ウ

ひ
よ
こ
ク
リ
ニ
ッ
ク

一

一

一

鳴

神

社

晃

館

公

園

歯

科

矯
正
盤
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
)
立
宵
舎
な
る
が
わ
病
院

関

z
z
z
z
z
zト

附

加

藤

栄

好

堂

開
菓
子
舗
宣
言
F

良

者
憾
施
拙
高
が
ま
つ
の
思
な
な
~
凡

一
般
社
団
法
人
匠
和

総

久

怒

製

作

所

開
七
飯
花
自
動
車
商
会

北
海
道
旅
客
鉄
道
脚
七
銭
駅

山

崎

鉄

工

所

大

竹

運

送

附

備
嘉
自
拍
車
v
ピ
z
t
ン世

ヤ
マ
ト
合
力
ハ
シ
附
井
海
道
昆
布
館

明

林

寺

側
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
ク
七
師
自

何

回

中

清

掃

伺
秋

B
建
築
板
金

側

テ

ル

メ

な

な

え

宝

琳

寺

正

覚

寺

福
)
道
南
福
祉
ね
っ
と

附

願

工

務

庖

ウ
エ
ル
ネ
ス
薬
局
七
飯
山
拍

な

な

え

新

病

鏡

ケ
ア
ハ
ウ
ス
蜜
寿

伏

見

清

掃

閥

七
飯
訪
問
治
療
所

側
簿
善
社
七
飯
庖

七
飯
パ
l
h
J
ゴ
ル
フ
協
会

七
飯
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会

な

な

え

あ

す

側

第

一

印

耶

福
)
七
飯
有
隣
会

{
昌
村
内
科
医
税

佐
藤
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

美

村

獣

医

医

院

大

村

和

久

(
敬
称
略
照
不
伺
)
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離
職
要

議i
p韓

議|
LZ忘る:
il!:富i

事
業

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
。
そ
の
想
い
は
私
た
ち
の
願
い
で
も
あ
り
、
地

域
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
〈
案
)
に
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
が
盛
り

込
ま
れ
、
ま
す
ま
す
地
域
で
の
「
目
配
り
・
気
配
り
・
支
え
合
い
」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

七
飯
田

d

で
は
、
こ
れ
ま
で
も
町
内
会
に
よ
る
幅
広
く
そ
し
て
、
き
め
細
か
な
福
祉
活

動
を
展
開
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

H
お
年
度
に
つ
い
て
も
昨
年
と
同
数
の
崎
町
内

会
が
「
支
え
合
い
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
活
動
内
容
を
一
部
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

一
見
守
り
活
動
一

③
友
達
訪
問
活
動

i
m町
内
会
が
申
請

0

.
加
歳
以
上
の
高
齢
者
宅
を
2
ヵ
月
に

ー
ロ
訪
問
し
、
要
望
聴
取
、
世
間
誌
な

ど
を
し
て
い
る
。
「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」

と
呼
称
し
て
い
る
。

-
箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
持
ち
、
二
人
一
組

で
要
援
護
者
宅
を
訪
問
し
て
近
況
を

伺
っ
て
い
る
。

⑬
ひ
と
り
暮
ら
し
宅
高
鈴
者
の
安
否
確
認

運
動
0
1釘
町
内
会
が
申
語
。

-
町
内
会
の
多
く
の
方
が
家
の
前
を

通
っ
た
抽
出
、
明
か
り
、
ポ
ス
ト
な
ど
を

見
て
安
否
確
認
を
し
た
。

・
日
頃
、
一
人
暮
ら
し
宅
の
新
聞
受
け
、

カ
ー
テ
ン
の
開
け
閉
め
、
室
内
灯

な
ど
の
様
子
を
確
認
し
た
。

一
交
流
活
動
一

A
V
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
々
と

の
会
食
会
の
開
催
。

i
呂
町
内
会
が

申
請
。

・
9
月
の
敬
老
の
日
に
叩
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
及
び
高
齢
者
を
公
民
館
に

招
待
し
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

③
高
齢
者
と
子

供
の
集
い
の
開

催。j
門
町
内
会
が

申
請
。

-
高
齢
者
と
子
供

が
盆
踊
り
輪

投
げ
・
花
火
に

て
炎
流
、
集
い

を
実
施
し
た
。

@
町
内
会
館
を

利
用
し
て
の
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン

づ
く
り
。

j
引

町
内
会
が
申

請
0

.
町
の
保
健
師
さ

ん
に
来
て
も
ら

い
、
血
圧
等
の

他
、
骨
密
度
の

測
定
、
健
康
に

つ
い
て
の
話
を

潤
き
、
参
加
者

向
士
で
炎
流
を

深
め
た
。

一
福
祉
活
動
一

@
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
徐
排

雪
活
動
0
1沼
町
内
会
が
申
請
。

-
要
援
護
者
の
う
ち
、
町
内
会
長
に
除
雪

の
要
請
が
あ
っ
た
者
に
対
し
て
、
玄
関

か
ら
公
道
ま
で
の
除
雪
支
援
を
し
た
o

A

帯
地
域
で
の
景
観
づ
く
り
活
動
。

ー
沼
町
内
会
が
申
請
。

-
年
2
包
(
春
・
秋
)
町
内
の
清
掃
作
業
、

こ
の
日
を
利
用
し
て
高
齢
者
の
大
型

ゴ
ミ
を
整
理
し
た
。

③
入
浴
・
外
出
支
援
。

i
m町
内
会
が
申
請

0

.
研
修
旅
行
で
外
出
支
援
。

新
幹
線
工
事
現
場
見
学
を
し
た
。

峠下連合町内会(敬老祝賀会)

一
鍵
康
づ
く
り
活
動
一

A
V
地
域
で
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
。

ー
叩
句
内
会
が
申
請
。

・
春
と
秋
に
「
み
ん
な
で
パ
ク
ゴ
ル

フ
を
楽
し
も
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
健

康
増
進
を
目
指
し
て
年
2
回
実
施
し

た。

iE覚寺通り町内会 (Wii体験交流会〉

一
介
護
実
習
活
動
一

。
介
護
教
室
の
開
催
。

1
4
町
内
会
が
申
詰

0

.ぺ

ν卜
か
ら
車
い
す
へ
の
移
動
、
パ

ジ
ャ
マ
の
着
せ
方
や
シ
ー
ツ
の
交
換

方
法
等
に
つ
い
て
介
護
者
が
腰
を
痛

め
な
い
コ
ツ
を
学
び
な
が
ら
実
施
し

た。
一
啓
発
・
広
報
活
動
一

令
地
域
ご
と
の
福
祉
だ
よ
り
の
発
行
。

ー
お
町
内
会
が
申
請

0

.
毎
月
広
報
誌
に
合
わ
せ
た
町
内
会
便

り
を
作
成
・
配
布
し
町
内
情
報
、
活
動

報
告
に
努
め
て
い
る
。

ベJ
九
花
鉢
づ
く
り
で

rd々

、
代
炉
明
る
く
交
流
日
九
、

6
月
昨
日
出
・
日
日
間
上
湯
出
川
町

内
会
(
会
長
江
戸
清
孝
)
で
三
世
代

支
流
と
し
て
、
工
藤
園
芸
さ
ん
に
て
、

花
鉢
づ
く
り
の
体
験
講
習
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
雨
模
様
の
悪
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
下
は
2
歳
か
ら
上
は
部

歳
ま
で
2
日
閏
で
印
名
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
は
じ
め
に
工
藤
冨
芸
の
社
長
さ
ん

か
ら
花
へ
の
水
の
与
え
方
や
扱
い
方
な

ど
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
子
供
さ
ん
か
ら
隈
に
花
を

選
ぴ
、
み
ん
な
思
い
思
い
色
と
り
ど
り

の
花
を
手
に
取
り
、
に
っ
こ
り
し
な
が

ら
鉢
に
花
を
入
れ
、
お
互
い
の
花
を
見

て
楽
し
く
和
や
か
に
進
め
て
い
ま
し

た。
福
祉
部
長
の
搭
山
さ
ん
に
侍
っ
た
と

こ
ろ
、
「
町
内
会
で
は
若
い
人
や
お
年
寄

り
・
子
供
も
集
ま
っ
て
楽
し
く
会
話
し

な
が
ら
触
れ
合
う
事
が
目
的
で
行
っ
て

お
り
、
完
成
し
た
花
鉢
を
各
家
庭
に
持

ち
帰
っ
て
玄
関
先
に
飾
り
、
み
ん
な
で

句
内
会
を
明

る
く
し
、
今

後
も
共
通
の

興
味
を
も
っ

て
ふ
れ
あ
え

る
よ
う
な
も

の
を
企
画
し

て
い
き
た

い
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
お

り
ま
し
た
。

上潟出川町内会(花鉢づくり三世代交流〉
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ふ
北
あ
い
趣
味
の
サ
白
川
J

力、恵、法でとし筋がンうば「タりのりで象よ概町いが心参できク地ンイ 2ン
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インストラウt告P 佐竹麗子氏

「ル
i
シ
i
ダ
ッ
ト
シ
」
を

開
催
し
ま
し
た
日

独
特
な
呼
吸
で
、
色
々
な
態
勢
を
と
り
、

参
加
し
た
方
々
は
熱
心
に
体
験
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
の
中
に
は
、

「
終
わ
っ
た
あ
と
体
が
軽
<
感
じ
た
」
、

「
家
庭
で
も
や
っ
て
み
よ
う
筋
力
を
柔

ら
か
に
す
る
事
が
長
生
き
に
な
る
・
」

な
ど
と
、
感
想
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま

し
た
。今

年
度
に

つ
い
て
も
沢

山
の
方
に
興

味
を
持
っ
て

頂
け
る
よ
う

な
、
講
座
を

企
画
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
要
援
護
者
支
え
合
い
事
業
の
一

環
で
、
平
成
お
年
度
よ
り
、
七
飯
町
が

4
年
計
画
で
除
雪
機
を
整
備
し
、

H
初

年
度
で
は
、
出
台
所
有
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
申
請
の
あ
る
町
内
会
等
に
対
し

て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
式
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

式
・
ブ
レ
i
ド
式
を
河
台
貸
し
出
し
ま

し
た
。
高
齢
化
に
よ
る
除
雪
の
担
い
手

不
足
等
が
進
む
中
、
有
効
に
活
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

H
お
年
度
に
つ
い
て
も

更
に
台
数
が
増
え
る
予
定
を
し
て
お
り

ま
す
。

Jレーシーダνトンの様子

社金福祉協議金

盟会員会費は何につかわれていますか

悪事各町内会への補助(各町内会より社協に納めて
いただいた会費の4割)

ー地域福祉推進会議への補助
ー会員の方々に無料で貧し出す機材の購入-維持
に使われています。

*電動ぺ、yド、車いす等福祉機器
*チャイjレドシ ト(短期間)
*印刷機(町内会便りや総会資料作り用〕
ネお祭り等のイペン卜機器(綿あめ機、かき氷機等)
*10人乗り社協車両なかよし号
• ["ごみステーションのプレートJ["回覧板の台紙j

「緊急連絡カードJ["緊急医療情報キ、ソト(命
のパトンリの無料配布。
町内の 33力所にふれあいペンチの設置。

3歩，> 

盟社会福祉協議会って偲をするところ?

盟社協は国の法律である社会福祉法に基づき
地域の福祉を考える屈体です。
それぞれの地域の諸問題に対し、行政をは
じめ各種団体と十分に協議連携を図り笥
題を解決するため、各市町村に設霞されて
います。
(役場とは異なる非営利の民間団体です〕

1長< 

閤地域福祉つてなに?

舗老人や子供、障がいのある方、生活に困って
いる方が、この町で安心して暮らすにはどう
したらいいのかをみんなで考え問題解決に
向け活動することです。

10人乗り
普通免許でOK
使陪後は軽油を
満ヲン返し

紙は各自で
ご用意ください

お楽しみ機器l立
町内での使用に

綬ります

長期題の利用は
できません

騒なぜ町内会長、民生委員、

老人クラブ会長が個別会員なのですか?

豊富町内会長さん等はそれぞれの代表であり、
率先して活動し会費者E納めていただくこと
により、福祉活動が活発になることを願っ
て個別会員とさせていただいております。
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出
張
、
恭
一
フ
シ
テ
ィ
ア

七
飯
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
七
飯
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

機
級
機
嫌
繍
機
織
線
機
織
謬
会
に
登
録

勝
機
織
際
機
織
鶴
鱗
縮
機
鰯
撃
し
て
い
る

-

d

禰
麟
麟
鱗
鱗
麟
綴
錦
鐘
団
体
が
、

i
Lケ
…
ん
二
三
%
糊
機
各
学
校
や

3
総
繍
蹴
鞠
欝
畿
醗
醗
盤
施
設
等
ヘ

場
必
灘
鱒
灘
題
瀦
鱒
灘
纏
出
向
き
、

C
1
-

一
瀦
織
機
織
鱗
機
関
翻
活
動
へ
の

j
h

撃
…
総
樹
齢
鶴
蹴
踏
盤
理
解
と
関

ρ三
級
機
織
綿
織
綿
織
鱒
鱒
盤
、
心
を
深

長
験
機
機
盤
整
険
機
め
、
よ
り

身
近
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
感
じ
て
も
ら

お
う
と
出
張
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
昨
年
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
ゆ
み
の
会

は
、
主
に
自

の
不
自
由
な

方
々
に
社
協

ニ
ュ
ー
ス
や

広
報
な
な

え
、
本
の
リ

ク
エ
ス
ト
等

を
テ
ー
プ
-

C
D
に
吹
き

込
み
、
情
報

提
供
を
し
て

い
ま
す
。

もメこ気友青みとゆなの た的て笑先い児「んン んと読閃
らダも持遠冨ど私みり時お。 も~生う遠ジ」ケ「の、のみ今
い jレつちかのり還の、間別 で E:Pが方声かヤのンた 3村面ど 固
ま を た の ら お 保 に 会あにれ し象 と のやら ン 3ポま人岡白り

「ク作ンごでささ保あ
古騒騒三ぃji…騒騒騒鱗機騒騒騒騒乱繍織もノを」の箇《を育ゆ

うポー'"---，あヘ 片園み
ー ンず せか 出平 Zのの
回」 tfんち向沢 ザ冨会
読はCF:たやきさ U 児 は
ん好しくんまんでさ
で言平たか」し 、もん 1
|でがあ---，1;こ後ら達月
」、特ちジ。藤おに 28
と箇 にやヤ さう朗 B

当
協
議
会
に
は
朗
読
や
手
話
、
芸
能

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
登
録
し
て
い
ま

す
。
町
内
会
や
施
設
、
学
校
等
で
興
味

が
あ
る
・
見
て
み
た
い
、
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
団
体
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

まときしを楽テだたそにしラい く感体者やシレ作き被2がシ宝ジピア
上三思たて共しイきらう遊たン中天れりにさつョクつ、災記しヨ探ヤ、ソポ 2
~いいい有さア、ゃにんがテ、気る上なんて、リたク地宇rx等ンしンコイ月務

詩的HJ集 話料主意計り、芳江雲J言F2ム
とはいまるのさをまン刷同一一ト色1りさ I一りつ対に参

話む22主WZ鍵盤離皇女7寺会Ft制加
量員五二季322持轡麟離鱗幻三てり苔む協

i‘損害問麟盤5iii111r
ラいあ楽 配るえ。機灘欝磁灘漉鶴欝襲安絡出 品玉工 I~ノ臓器欝鶴鰻畷密輸 T -fL『ア

、ンたっし絡でボ寒 機鐘鱗盤機繍線機較に向は E転 IC ''oチイ

ベ
ン
り
・

今
年
も
参
加
者
さ
ん
に
も
利
用
者
さ

ん
に
も
好
評
な
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
チ
ペ
ン

キ
塗
り
を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
は
叩
名
ほ
ど
集
ま
り
、
初
め
て

の
方
や
ベ
テ
ラ
ン
の
方
も
受
じ
つ
て
の

参
加
で
し
た
。
ぬ
繍
総
額
機
騒
繍
欄
解

服
や
手
に
つ
い
て
磯
鱗
灘
雛
麟
臨
躍

も
お
構
い
な
し
に
機
弾
)
的
改
札
沈
滞

塗
っ
て
い
る
方
や
川
一
一
一

L
齢

「
こ
う
い
う
作
業
っ
-
絞
れ
離
帯
機

て
楽
し
い
ね
」
「
ほ
懇
綴
機
鯨
鱗
謹

ん
と
に
さ
あ
」
と
会
内
一
…
翻
機
鰍
盤

話
を
し
な
が
ら
作
業
ぎ
盤
瀦
シ
j

幽

を
し
て
い
る
方
も
い
議
鰹
線
翠

ま
し
た
。
「
せ
っ
か
丸
三
一
‘
懸

く
登
録
し
た
ん
だ
か
…
ふ
~
一
翻
闘
い

ら
、
色
々
な
ボ
ラ
ン

ew議
繍
欄
議

テ
イ
ア
の
企
臨
を
し
て
ほ
し
い
」
と
う

れ
し
く
も
あ
り
が
た
い
意
見
を
頂
き
ま

し
た
。今

年
は
全
部
で
お
御
設
置
し
ま
し
た

が
、
ペ
ン
チ
を
置
い
た
近
く
の
お
庖
か

ら
は
「
使
っ
て
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
は

良
い
ん
だ
け
れ
ど
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人

が
い
る
か
ら
図
っ
て
い
る
。
」
と
い
う

残
念
な
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
以
前
に

も
壊
さ
れ
た
事
例
も
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
チ
事
業
を
長
く
続
け

る
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
お
互
い

に
不
快
な
思

い
を
し
な

い
・
さ
せ
な

い
よ
う
使
っ

て
い
き
ま

し
ょ
う
。



(7) 社協ニュース

昨年 12汚より七飯町が主体となり始まったボランティアポイント事業は、町民の地域福祉推進への

認識の向上、及びボランティアへの関心を高め、ボランティア活動に参加する元気な町民が増加する事

等を白的とし、 6Fl18日現在で9団体を含め221名の方々から登録をいただき、それぞれのスタイ

ルで活動されています。

もちろんポイントをもらう事が目的ではなく、ポイント制開始前も開始後も、変わりないスタンスで

地域に貢献して下さっています。

人暮らし等の高齢者に手作りの美味しい食事を提供している団体。

町内の施設に出向き、本の読み聞かせをしている自体や、歌や踊り・

楽器の演奏等で慰問活動をしている団体。

今もなお、定期的に被災地を訪れては、レクリエ ションやクラ

フトを提供し、子供達や高齢者の心に癒しと笑いを履けている団体。

内容は団体により様々ですが、活動を終えた皆さんの表情は、とて

も輝かしく、生きいきとして見えます。
施設でのボランティア活動の様子

興味のある活動内容、

活動可能な隠腎帯などを

登録していただきます。

ム j
@対象となる方

町内に在住または在勤の方

町内の学校に属する方

町内で活動する団体、又はその団体に所属する方

⑫対象となるボランティア活動

ー七飯町又は社会福祉協議会が主催共催後援するイベント等

でのボランティア活動又は福祉ボランティア活動

ーボランティア連絡協議会に登録されている団体によるボラン

ティア活動

@カードの受付とポイント付与

-社会福祉協議会窓口でボランティア活動申請をして下さい。

その際には万が一の事故やケガに備え、ボランティア保険に加

入して頂きます。

(1白人登録の方については社会福祉協議会で保検料を負担)

活動内容 BB寺場所

人数などの依頼

地域に貢献する喜びを昧わいながら御自身の

健康維持につなげる活動をしてみませんか?

③ポイントの転換

活動により得たポイン卜はァ、yプjレ商

品券に安換できます。

10-19ポイント
20-29ポイント
30-39ポイント
40-49ポイント
50ポイント

￥1，000 
￥2，000 
￥3，000 
￥4，000 
￥5，000 

ー対象となるボランティア活動1回の参加で 1ポイン卜付与します。

ボランティアをしたい方。興昧ある方、まずは登録を…
※この事業は試行的に取り組み始めて半年余りです。今後ち皆さんのご意見をいただき、
見直しゃ改善を重ねながらすすめてまいりたいと蓄えております。

七鯛ボランティアセンター 愈 65-4903



(8) 社協ニユース

平
成
部
年
度

ま
ち
づ
く
り
活
動
研
修
大
会
の
報
告

と増接 とな町ス子儀障 ま て つ理を移七て方 1師大 しン平で
でえしま確受民 uきなが奮しいい由開つ飯いに 9に輔当まタ成あ七
社て方た 信 け の パ 理 く い 息 た た てな設で た参 O 招 ~B し 1 26る飯
会いなどし入方 iEさ 嬰 露 。 だ 語どし施時だ加名きをはたス年ま町
参 る ど 僚たれ々マ事れ沼南 きつにた設にきしの約議な。タ 2ち町

ドド託料虹明 r惑い糊糊州議支泊三塁
る会介答で弓 n? E;:間市ト人ぺ機甥関薯ぁ 18り連

事長主警なが向転十問機盤機関関+佐七議
い意鐙 t、 地、湿た、の営 機上児よ緩嬢選密機機馴欄=己 て飯研の

塁手出号禁容量EE主ト持機騒騒擁護郡安芸
抗 告 翼んいど句集をいわ護主額機盤機上い化会事
え」は、 だ児ででの余た 潤い獲」翠盤盤盤整滋盤酬{来 たセが業

ななえあーす所長上様大輔氏

ら
れ
る
地
域

に
な
り
得
る

の
で
は
な
い

か
」
と
来
場

者
に
協
力
を

呼
び
か
け
ま

し
た
。町

内
会
の

実
践
発
表
で

は
、
に
ん
に

く
沢
町
内
会

の
津
田
会
長

が
町
内
会
の

源
流
に
立
ち

戻
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
l

シ
ヨ
ン
豊
か
な
明
る
い
町
内
会
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
観
点
や
発
想
で
、
ど
の

よ
う
な
事
業
・
行
事
を
し
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
会

員
の
反
応

は
ど
う
な

の
か
、
と

て
も
詳
し

く
熱
弁
し

て
下
さ
い

ま
し
た
。

fip 
鷲

la 

5
月
出
日
、
七
飯

町
町
内
会
連
合
会

(
会
長
寺
沢
久
光
)

は
永
年
の
街
頭
募

金

啓

発

活

動

や

チ

ャ

リ

テ

ィ

イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
積
極

的
に
共
同
募
金
運

動
に
協
力
し
た
こ
と
に
よ
り
渡
島
地
方

共
伺
募
金
委
員
会
(
会
長
大
竹
幸
次

郎
)
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

寺
沢
会
長
か
ら
は
、
地
域
福
祉
充
実

の
た
め
、
今
後
も
協
力
し
て
い
き
た
い

と
お
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

にんにく沢町内会の，軍回会長

唱
と
払
ち
大
沼
学
園
さ
ん
G
公

t之

今
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
大
沼
学
園
さ
ん
か
ら
沢
山
の

花
の
苗
を
頂
き
ま
し
た
。
百
は
マ
リ

i

ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ユ
ニ
ア
、
松
葉
牡
丹
、

金
魚
草
の
4
種
類
を
合
わ
せ
て
4
0
0

ポ
ッ
ト
以
上
頂
き
ま
し
た
。
天
気
の
い

い
臼
に
職
員
み
ん
な
で
地
域
セ
ン
タ

の
前
の
花
壇
を
耕
し
て
精
一
麓
に
そ
ろ
え

て
植
え
ま
し
た
。
地
域
セ
ン
タ

i
を
訪

れ
た
お
客
さ
ん
が
花
壇
の
前
を
通
る
と

「
キ
レ
イ
で
す
ね
」
と
優
し
く
微
笑
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
一

色
と
り
ど
り
の
花
-

が
咲
い
て
い
ま
す
の
何

で
、
地
域
セ
ン
タ
ー

の
近
く
を
通
っ
た
際

に
は
ぜ
ひ
見
に
来
て

下
さ
い
。

命
詐
〈
紋
急
医
療
キ
ッ
ト
)
…

i
い
ざ
ヒ
い
う
時
の
た
め
に
i

緊
急
時
本
人
が
病
状
な
ど
を
説
明
で

き
な
い
場
合
、
救
急
隊
員
が
保
管
さ
れ

て
い
る
命
の
バ
ト
ン
(
そ
の
方
の
持
病

や
服
薬
内
容
、
か
か
り
つ
け
病
院
、
緊
急

連
絡
先
な
ど
を
書
か
れ
た
医
療
情
報
)

を
慕
に
正
確
な
情
報
を
把
握
し
、
迅
速

な
救
急
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
ま
で

1
、
1
5
0
名

(
6
月

mmg現

在
)
の
方
々
か
ら
登
録
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

実
際
に
七
飯
消
防
か
ら
数
件
の
事
例

も
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
に
な
っ

て
か
ら
も
独
居
の
男
性
が
「
命
の
バ
ト

ン
」
を
使
用
し
た
と
の
報
告
も
受
け
て

い
ま
す
。

社
協
で
は
消
防
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
三
叩
の

バ
ト
ン
」
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
病
名
や
薬
等
が
変
わ
っ
て
い
る
場

合
、
バ
ト
ン
に
入
れ
る
「
医
療
情
報
」

の
更
新
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

*
「
命
の
バ
ト
ン
」
は
社
協
会
員
寸
川
i

会
費
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
刷

。
動
j
けれつ
u
i
l
l
-
l
i
l
i
-
-
/

…

陥

!

;
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山
グ
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世
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丸
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ジ
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j
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J
V
J
~

労

一

一

件

州

市

緊

急

医

療

情

報

キ

ッ

ト

二

寸

品

四

「
命
の
パ
ト
ン
」
に
入
れ
る
ち
の
一
柿
田
3

①

救

急

医

療

情

報

シ

卜

二

技

悶

を

②

本

人

の

写

真

二

川

帆

鐙

③

健

康

保

院

註

の

コ

ピ

二

誌

附

「

④
診
察
券
の
コ
ピ

l

-

一
詔
川
越

⑤
現
在
服
用
し
て
い
る
薬
の
情
報
¥
一
瞬
出
向
開



社協ニュース(9) 

多くの匂民の皆様をはじめ、町内の学校や企業、団体から

沢山のリングブルやエコキャップを寄贈して頂きありがとうございます。
今回はその流れについてご紹介させていただきます。

品九九九"""'.，_"用品

、6諸;i;fr'<泌が、必詳、ぬが%鎗政苅諭d歩、匂訟〆対込vみんなのエコ
，，，，，，，，，，，"，~，~品九九時、河、

閣却 、面、世旬、出世世

3
リ
ン
グ
ブ
ル
は
ど
こ
で
ど

E
う
す
る
の
?

翻
年
に
数
固
ま
と
め
て
リ
サ
イ
ク

ル
工
場
に
持
っ
て
い
き
、
福
祉
機
器

基
金
に
積
み
立
て
ま
す
。
そ
の
後
に

社
協
で
車
い
す
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
等
の
福
祉
機
器
を
購
入
し
、
無
料

で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

因
み
に
リ
ン
グ
プ
ル
だ
け
で
車
椅
子

を
購
入
す
る
場
合
に
は
約
1
2
5
0

k
g
(ド
ラ
ム
缶
お
よ
そ
日
本
分
)
、

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
場
合
、
約

6
0
0
k
g
(ド
ラ
ム
缶
お
よ
そ

6

本
分
〉
の
リ
ン
グ
プ
ル
が
必
要
で
す
。

(
平
成
部
年
5
月
現
在
)

藤城保育園様より

雪

工

コ

キ

ャ

ッ

プ

は

何

に

蜜

E
わ
る
の
?

腕
脳
工
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
現
在
企
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ラ
ッ
キ
ー
ピ
エ

ロ
グ
ル
ブ
と
小
さ
な
親
切
運
動
函

館

支

部

に

《

持

っ

て

い

ゆ

き

ま

す

。

日

ラ

ッ

キ

ー

ゼ

ピ

エ

ロ

グ

岬

二ノ

ル
ー
プ
で
は
約
1
万
2
千
個
で
ブ
ナ
の

苗
を
1
本
植
樹
し
ま
す
。
小
さ
な
親

切
運
動
函
館
支
部
で
は
N
P
O法
人
工
昔

コ
キ
ャ
ッ
プ
一
三
¥
i
i
綴
綴
綴
ダ
時

推

進

協

会

を

葬

許

義

務

総

鱗

木

人繍

J
j一川署
L

通
し
て
、
点
機
織
挑
ん
二
一
本
側
幽
訪を

約
8
0
0
個
ぷ
齢
翻
V
ミシテ

で
ポ
リ
オ
ワ
機
関
越
藤
監
押

ク
チ
ン

1
本
一
¥
一
緩
機
線
機
織
綴
滋
議
内

分

に

な

り

ま

す

。

左

司
岬
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
ジ
ュ
ー
ス

B
以
外
で
も
良
い
で
す
か
?

舗
原
則
と
し
て
飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
以
外
(
洗
剤
・
調
味
料
・
金
属
・
食
品
)

の
キ
ャ
ッ
プ
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い

場
合
が
あ
る
の
で
集
め
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
社
協
で
企
業
に
持
っ
て
い
く
前
に

袋
や
箱
に
詰
め
な
お

す
際
に
弾
い
て
お
り

ま
す
。
な
る
べ
く
水

分
や
シ
ー
ル
を
取
っ

て
、
飲
料
用
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

以
外
は
入
れ
な
い
よ

う
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

七重小学校様より

喝、

φG 

盟

社

協

で

は

他

に

偲
-
F

句
集
め
て

mua
い
る
の
?

髄
パ
ソ
コ
ン
等
で
使
っ
た
使
用
済
み

の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
、
室
田
損
じ
葉

室
田
、
使
用
済
切
手
や
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー

ド
、
使
わ
な
く
な
っ
た
携
帯
電
話
、
古
着

等
の
ウ
ェ
ス
等
が
あ
り
ま
す
。

司
副
使
用
済
切
手
や
イ
ン
ク
カ

l

隠
陸
ト
リ
ッ
ジ
は
何
に
蛮
わ
る
の
?

リサイfフルできないキャップ顎

"'ま立墓にプたと 8ン 5度でれの 医 1タに Bア院南

!て;iiiiiiiHfi!iflii1ii
量繍織にい ふ も2株トて取よ本教け手
語、裁縫麟納税 ら式リ使っそ国海をは

電機騒齢ぷ騒いi会苅Z7内陸しポ8麟鰻鱗麟機騒雲o社はまら 5の療予
機畿畿綴盤機騒畿纏饗饗緩麓襲撃さ ℃円に福すい kコ協民ノ

号機機輔麟盤機鱗昨ほ送昇。海 gレ労たテ
0 醐轍欄開轍轍轍 欄縦ぷニニ r 年どら県 外をク会し:ィ

留
のい沢
?場山
合あ
はつ
どて
う持
すつ
れて
ばい
いけ
いな

盤
ご
連
絡
が
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
か

ら
引
き
取
り
に
伺
い
ま
す
。
車
等
の

手
配
も
あ
り
ま
す
の
で
日
程
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

宮
町

1
2
0
6
7 七飯中学校様より

「官~ラッキーピエログループより感謝状~逗わ

皆様から長年、多くのエコキャ、ソプ収集活動を続けていることに対して、

ラッキ ピエログループ代表の王一郎様から感謝状を頂きました。

これからもエコキャ、ソプ収集活動のご協力をよろしくお願いいたします。
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霊
長
話
L
P
Z
E

2
E
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こ
こ
に
た

e-eん
@
品
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の
均
金
勿
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z
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(10) 社協ニュース

北海道社会福祉協議会では、他の制度を利賂できない低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯に対し経済的自立と生活の安定を

目指すことを呂的とし、以下のような資金を世帯ごとに貸付しております。詳細は七飯町社会福祉協議会にお問い合わせください。

J語

ー低所得世帯で失業等によ と
指

ー住居を有しているまたは住宅支援給付の申請を行い住宅の確保が確実に 挫
見込まれること 謹幸

ー失業給付、公的年金の受給、生活保護世帯は対象外

福祉資金
-給料などを紛失等、緊急かっ一時的に生計の維持が困難となった場合に
必要な少額の金額を貸付。

日常的に生活費が足りない世帯、生活保護世帯は貸付対象外

生
活

増p
ホ

i
ム
ヘ
ル
パ
ー
っ
て

可
ど
ん
な
仕
事
?

一
言
で
い
う
と
、
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
暮
ら
し
た
い

が
、
お
体
が
不
自
由
に
な
っ

て
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

ヘ
、
そ
の
方
ら
し
い
生
活
を

実
現
す
る
為
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
お
仕
事
で
す
。

超
高
齢
化
社
会
の
波
は
七

飯
町
も
例
外
で
は
な
く
、
「
認

知
症
に
な
っ
総
札

J

て
も
安
心
し
い
機

て
暮
ら
せ
る

j

柑
蹴

町
づ
く
り
」

に

は

、

ホ

品

ム
ヘ
ル
パ

i

総
機
慨

は
重
要
な
仕
事
で
す
。

ゆ
未
経
験
で
も
大
丈
夫
?

自
信
を
持
っ
て
仕
事
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
先

輩
ヘ
ル
パ
ー
が
同
行
し
て
親

切
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
ま

た
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的

と
し
て
、
定
期
的
研
修
会
を

調
催
し
て
お
り
ま
す
。

一
ψ
先
輩
ヘ
ル
パ
|
の
感
想

生
活
援
助
を
過
し
て
、
ご

本
人
が
自
信
を
取
戻
し
、
意

欲
的
な
生
活
を
し
始
め
た
時

は
、
胸
が
熱
く
な
る
思
い
が

し
ま
す
。

例
え
ば
、
季
節
の
食
材
を

利
用
し
て
、
炊
き
込
み
ご
飯

を
一
緒
に
話
し
合
っ
て
作
り

上
げ
、
利
用
者
さ
ん
か
ら

「
作
っ
て
良
か
っ
た
。
お
い

し
い
」
と
言
う
言
葉
を
お
霞

き
す
る
事
が
利
用
者
さ
ん
に

と
っ
て
も
、
ヘ
ル
パ

i
に

と
っ
て
も
、
お
互
い
の
喜
び

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

決
し
て
、
派
手
な
仕
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
番
大

事
な
事
は
、
何

事
に
も
利
用
者

さ
ん
が
主
と

な
っ
て
頂
け
る

よ
う
に
、
心
が

け
て
い
ま
す
。

ψ
登
録
ヘ
ル
パ

i
募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
七
飯
社
協
」
で
は
、

登
録
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
、
無
理
な
く
仕
事

が
出
来
る
の
が
魅
力
で
す
。

シホお興傘
ヨ!電味霊

宮 ン ム 話 が23

6?時UEiT
4山社ハ。はへ

受百Eよぶ!
U 志テ 轟 土
2乃 | に級

多竺墾世立住立性以
〈敬称は省略させていただ吉ます〉

使用済み切手、使用済みテレホンカード、
リングプ)1;、書き損じはがきなど有効に活用させていただきます。

大中山ディスコ愛好会函館トヨ空自動車株式会社ネッツトヨ骨造筒株式会社ー
しおん会介護プランセン告-fしやきょうJ谷フシなるかわ病院巽ミツ子
伝法喜久雄吉回経成七飯更生保護女性会干山始子干山雅史‘あかまつの票な
なえあずましの皇あかまっ謁剤薬局大野紹子羽衣会双六会野呂功大中
山コモンやまびこ会高菜登志子ー巳立建機臼本株式会社今井睦子早坂ミツ子ー佐々
木雅鑓田津信子七飯中学校吉田京子かんぽ生命函館支渇中矢幹夫ー高橋大賢
還奈ー漂白一美大沼保斉圏ー藤城保育匿藤城長寿会緑町長寿会岩本美智子
坂本牧子長山頭あかまっゴールドボランティア倶楽部ャ渡部鶴夫小林茂雄総ジエ
イデバイスセミコンダウy'JR函館支社中田清幸正覚寺還り町内会久慈製作所
渡辺捜熊田中紀子中村事務所鈴木彩来白津荷乃伺かわじり生花庖成田久子
岡)11純子白山貞子乗田澄子守高給巴紺野真衣はつぴくらぶ藤田寅日本
赤十字奉仕留七飯女性部歩仁内巌池田ちせ きおくの会パソコンサーウル

真宗大谷派ijg館別院東山支院 平成26年 1月218から平成26年6月58現在

ディ

{平成26年〉
2月108曽洞宗北海道第一宗務所

第一教IZ布教部会青年道心会様

函鎗方面遊技業協同組合様

古木節子様 園下室潤様
北セミ密鑓技師主任会様
ディスコダンスサークルサルビア様
匿名

古木節子様 盛下室潤様

クリオネディスコサークル様

温かいご寄付
ありがとうございました

皆様方からの心からの善意が今年
2月108から 6月 5日まで、総額
213.647円となりました。
ご寄付いただいた皆様、本当にありが
とうございました。

蜂矢 誠 様 電動ぺνド2モーター

わ た ぺ様福祉機器

内藤 義組 様 福祉機 器

福祉機器の
ご寄付

この社協二ユースは赤いお根共同募金の助成で印刷されています。

3月198
3月278
3月288
4月24日
5月 88
5月28日
6月 5臼


